
平成 25 年 9 月 17 日 
沖縄県がん診療連携協議会 

相談支援部会 
 

研修報告書 
 

国立がん研究センターがん対策情報センターのがん相談支援センター相談員研修計画に基づいた、

下記の研修に参加したので、その内容と成果を報告します。 
  
                   記 

 
1．研修名 

平成２５年度 相談支援センター相談員指導者フォローアップ研修 ～働くことを支えるために～ 
主催：独立行政法人国立がん研究センターがん対策情報センター 

 
2．受講期間 

2013 年 9 月７日（土）9：30～18：00 
 
3．受講場所 

国立がん研究センター築地キャンパス 
 
4．参加者 

樋口美智子（那覇市立病院医療支援部総合相談支援センターMSW・相談支援部会会長） 
石郷岡美穂（琉球大学医学部附属病院医療福祉支援センターMSW・相談支援部会副会長） 
大久保礼子（琉球大学医学部附属病院がんセンターMSW・相談支援部会委員） 

 
5．研修内容 
１）研修の目的 
以下のことを相談員が習得することを目的とする。 

・ 相談者のからだ・こころ・くらしにおける「働くこと」の意味を考えることができる。 

・ 相談者の「働くこと」に関して、どのようなことが起きているのかアセスメントすることができる。 

・ 雇用関係が発生する場において、がん相談支援を行う上での必要な知識・資源を知る。 

・ 相談支援センターの相談員が担うべき役割を考えることができる。 

・ 各県での研修企画を考えることができる。 

 

２）研修の構成（受講コース） 

「働くこと」に関する事例を用いたグループワーク、関連領域の有識者によるパネルディスカッション

などを行う。 
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３）プログラム（タイムスケジュール、カリキュラム） 

プログラム（予定） 

9：00～9：30 受付   

午前の部 

オリエンテーション   

アイスブレイク   

講義 「働くこと」に関する相談支援に携わる上で備えておくべき知識

グループワーク 事例検討 

昼休み 

午後の部 
グループワーク 事例検討 

パネルディスカッション 関連領域の有識者による口演と討論 

17：45～18：00 挨拶・修了証書交付 アンケート記入 

 
6. 研修の成果／感想 
１）がん患者や家族にとって、「働くこと」と経済的課題は表裏一体をなすことが多い。「働くこと」を

全人的にアセスメントする視点を、県内の相談員研修などで習得できるような取り組みが必要である。 
２）がん患者の就労支援を複雑化する要因として、就労環境の多様性、施策整備の遅れ、本人にとって

の「働くこと」の意味の多様性が挙げられた。加えて、がん患者の就労問題はがん罹患をきっかけに

表面化した労働問題という側面も指摘されている。そのため医療機関と患者（家族）のみでは完結せ

ず、多職種・多領域の連携による支援が必要性をあらためて認識した。 
３）産業看護師、産業医（産業保健推進センター）、産業カウンセラー、社会保険労務士、患者支援団体

など多領域との連携推進のために、県下の活動状況の把握や情報交換の場を検討する必要がある。 
４）拠点病院での取り組み事例として、社会保険労務士による個別相談会の実施（三井記念病院）、ハロ

ーワークから派遣される就労支援ナビゲーターによる出張相談（全国５ヶ所でのモデル事業）が紹介

された。沖縄県内でも、産業保健や労働関係団体と各拠点病院・支援病院が随時相談を受け付けられ

るような仕組みづくりを、沖縄県と協動で検討していきたい。 
 
 
7. 添付資料 
 当日配布資料 

以 上 
 
 
 






























































